
   

 

外部突起物規制の変更により、マフラーやウインカーだけでなく社名表示灯（アンドン）

についても同基準が適用されます。 

平成２９年３月３１日までに、「外向きに鋭い突起があってはならず、突起の外向きの

端部に丸みをつけなければならない」という基準に適合させなければいけません。

平成２２年３月に国土交通省より出さ

れた「乗用車の外装基準」の告示の一 

平成２１年１月１日  部改正によって、

以降に製造された乗車定員１０人未満  

の乗用車については、適用猶予期間満  

了の平成２９年３月３１日までに外装

基準に適合させなければなりません。

（右図） 

            （武内工業所様ＨＰより許可をいただいて掲載しています）  
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また、夜間のアンドンは遠くからでも目立ちますので、自社広告として随伴用自動車に装着されて

いる組合員様も多いことと思います。代行発祥の地でありＪＤ共済の地元富山でも、オリジナルデ

ザインのアンドンをよく見かけます。アンドンは、道路運送車両法保安基準第４２条の「その他の

灯火等の制限」および、この保安基準の細目を定める告示第１４０条第３項によって、タクシー以

外の白色灯火が禁止されています。「自動車運転代行業の業務の適正化に関する法律（適正化法）」

では随伴用自動車のアンドン装着は義務付けられていませんが、適正化法国土交通省関係施行規則

第７条第３項第２号の「随伴用自動車の表示等」の規定には、『表示灯（アンドン）を装着する場

合には、代行の文字を見やすく（他の文字より大きく）表示すること』と明記されています。  

しかし実際に見かけるアンドンは、白色灯火であったり代行の文字が無かったり、文字はあっても

屋号より小さく表示されているものも多いようです。  

 

これからアンドンを装着される方も、既に装着されている方も、平成２１年以前の外装

基準適用外の乗用車を随伴使用する場合であっても、外部突起物規制の適用に合せて、

適正化法施行規則の規定に基づいた「代行」表示の徹底をお願いします。(下図例のとおり) 
 

 

【外装基準の適合に関する告示の詳しい内容について】  

国土交通省ホームページでご確認ください。  

国土交通省自動車交通局技術安全部技術企画課    

TEL/03-5253-8111（内線 42255） 
 

 

【アンドンのご注文について】  

※ＪＤ共済で取次ぎは行っておりません。  

定型デザイン・オリジナルデザインによって、  

最低数が変わります。  

ご注文の際は、株式会社武内工業所様(東京都港区南麻布)  

TEL/03-3452-0151 まで直接お問い合わせください。 

    アンドンも外装基準の適合対象となります 

Ｊ Ｄ 

正しいアンドン表示例 

Ｊ Ｄ 代 行 


